














事業の系統図は次のとおりです。 

 

  



当社グループは、「人の能力を最大限に引き出し、人と社会の幸せのために貢献する」ことを統括理

念とし、安定的な成長を続け、あらゆるステークホルダーから信頼される企業グループとして、社会的

責任を果たしていくことを経営目標としております。  

また、「プロフェッショナルの生涯価値の向上」と「クライアントの価値創造への貢献」を追求し、

クリエイティブ、医療、ＩＴ、法曹の各分野において、独創的かつ高い付加価値のあるサービスを提供

することにより、企業価値の最大化を図り、社会の繁栄と活性化の一翼を担っていきたいと考えており

ます。 

当社グループは、収益力の向上を図るため、売上高営業利益率を経営指標とするとともに、キャッシ

ュ・フローを重視しております。中長期的には更に、資本の効率性及び収益性を重視した総資産利益率

を目標指標として経営を行なってまいりたいと考えております。 

当社グループは、「プロフェッショナルのための真のエージェンシー・グループ」を目指し、①エー

ジェンシー事業の更なる収益力の強化、②新規事業のサービス基盤の確立、③グループ力の一層の強

化、④コーポレート・ガバナンスの強化、の４つの基本戦略を基に、より高い信頼を得られる企業グル

ープを目指し、グループ会社相互の連携によりシナジー効果を高め、グループ全体の価値向上に努めて

おります。   

① エージェンシー事業の更なる収益力の強化 

クライアントのニーズに的確かつ迅速に対応できる機動的な体制を整えると共に、これまで蓄積し

たノウハウを活用し、ターゲットの拡大を図ってまいります。また、プロジェクト毎の採算管理を徹

底し、利益率の向上を図ってまいります。クライアントの課題に上流から対応する“コアソーシン

グ”の推進や、新たなビジネススキーム・サービスの開発等により、クライアントの企業価値向上へ

の貢献を目指してまいります。  

② 新規事業のサービス基盤の確立 

連結子会社株式会社Ｃ＆Ｒリーガル・エージェンシー社は、設立後１年半が経過し、法曹界におい

て着実にネットワークを拡大しつつあります。今後は、収益面におけるグループ業績への寄与を目指

し、ネットワークを一層拡大すると共に、質の高いサービスの提供を目指してまいります。また、新

たな専門分野におけるエージェンシー事業の展開を検討してまいります。 

③ グループ力の一層の強化 

グループ各社の特性を最大限に活かした事業展開を行なうことで、各々の成長を図ってまいりま

す。また、連結経営の高度化により、グループ全体の経営効率を高め、強い結束力とシナジー効果を

発揮する企業グループを目指してまいります。 

④ コーポレート・ガバナンスの強化 

当社グループの規模拡大に伴い、増大するリスクに未然に対処するため、法令遵守、リスク管理の

徹底と内部統制機能の充実を更に進めてまいります。また、適宜業務フローの整備・改善を行ない、

正確・迅速な業務処理を進め、効率的な資産管理とキャッシュ・フローの管理に努めてまいります。

  

３．経営方針

(1）会社の経営の基本方針

(2）目標とする経営指標

(3）中長期的な会社の経営戦略
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クリエイティブ業界を始め、医療業界、ＩＴ業界、法曹界においては、社会環境の変化により、専門

的な技術を有するプロフェッショナルに対するニーズは多様化の一途をたどっています。  

更に、世界的な経済危機による内需・外需の停滞等により、経済環境は当面深刻な状況が継続するも

のと予想されます。  

当社グループはこうした環境の下、クライアントとプロフェッショナルの方々のニーズをより的確に

捉え、新たな課題の変化に迅速に対応するために、次の諸施策に取り組んでおります。 

① プロフェッショナル・ネットワークの拡大   

クライアントのニーズの拡大により、優秀なプロフェッショナルの確保・育成は、当社グループの

事業拡大における基盤となるものと認識しております。当社グループでは、様々な分野で活躍するプ

ロフェッショナルに国内外の仕事の情報を提供し、またプロフェッショナルの生涯価値を高めるため

の教育の場を提供する等、様々な施策を展開しております。今後は更に、新たな人材の確保とキャリ

アアップを支援するため、専門教育やWebを活用した戦略的コミュニケーション等を積極的に行なっ

てまいります。 

② クリエイティブ領域におけるアウトソーシング体制の高度化  

当社では、ポータルサイト等大量のコンテンツ制作ニーズを抱えるクライアントより、継続的かつ

確実な納品体制と制作効率の大幅な改善を期待するニーズが増加していることを受け、アウトソーシ

ングの受注拡大を図っております。これまでに蓄積したノウハウを活用し、更なるアウトソーシング

体制の高度化・効率化を進めてまいります。 

③ 人材確保及び社内教育制度の充実   

当社グループでは、質の高いサービスの提供を維持しつつ、今後も継続的な業容拡大を続けていく

ために、中途・新卒を問わず優秀な人材の積極的な採用が必要であると考えております。また、人員

の増加に併せ、定期的な社内研修の実施等、教育制度のより一層の充実に努めてまいります。 

④ 情報管理体制及び内部管理体制の強化  

当社グループでは、多数のプロフェッショナルからなるネットワークを有し、また多くのクライア

ントとの取引があることから、情報管理は経営の重要課題と認識しております。グループの中核とな

る当社及び連結子会社メディカル・プリンシプル社はプライバシーマーク認定を取得する等、より一

層の情報管理体制の強化に努めております。  

また、当社グループは、平成22年２月期連結会計年度より、金融商品取引法により法制化された財

務報告に係る内部統制報告が義務付けられます。当社グループでは、以前より内部監査機能の強化、

業務マニュアルの整備、ならびにその運用の徹底等、内部統制システムの強化を図ってまいりまし

た。今後は、作成された文書類の運用の確認と内部統制の有効性に関する評価ならびに課題の整備を

行ない、法令が求める内部統制システムの運用強化を図ってまいります。 

⑤ ＣＳＲ（企業の社会的責任）重視の経営 

当社グループは、ＣＳＲの重要性の高まりを強く認識し、ＣＳＲを重視した経営を推進してまいり

ます。具体的には、コンプライアンス、情報開示等の向上に向けた社内体制の整備を進め、企業活動

を通じた社会問題への取り組みを積極的に展開すると共に、持続可能な社会の実現に貢献し、責任あ

る企業市民の一員として企業価値の向上を目指します。 

該当事項はありません。  

(4）会社の対処すべき課題

(5）その他、会社の経営上重要な事項
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４．連結財務諸表

(1）連結貸借対照表

前連結会計年度 

（平成20年２月29日）

当連結会計年度 

（平成21年２月28日）
比較増減

区分
注記 

番号
金額（千円）

構成比 

（％）
金額（千円）

構成比 

（％）
金額（千円）

（資産の部）

Ⅰ 流動資産

 １ 現金及び預金 1,955,503 2,084,648 129,144

 ２ 受取手形及び売掛金 ※３ 2,033,994 1,578,190 △455,803

 ３ たな卸資産 8,738 42,664 33,925

 ４ 繰延税金資産 66,119 68,876 2,756

 ５ その他 256,994 233,985 △23,008

   貸倒引当金 △20,172 △19,412 760

   流動資産合計 4,301,177 75.8 3,988,952 77.4 △312,224

Ⅱ 固定資産

 １ 有形固定資産

  (1）建物及び構築物 221,242 226,555 5,313

    減価償却累計額 73,784 147,458 97,979 128,576 24,194 △18,881

  (2）機械装置及び運搬具 3,389 628 △2,761

    減価償却累計額 2,505 884 230 397 2,274 △486

  (3）その他 450,946 453,389 2,443

    減価償却累計額 308,531 142,415 354,789 98,600 46,258 △43,814

   有形固定資産合計 290,757 5.1 227,574 4.4 △63,183

 ２ 無形固定資産

  (1）のれん 28,830 43,338 14,508

  (2）ソフトウェア 328,065 316,115 △11,949

  (3）その他 38,857 14,093 △24,764

   無形固定資産合計 395,753 7.0 373,547 7.3 △22,205

 ３ 投資その他の資産

  (1）投資有価証券 ※１ 144,026 52,427 △91,598

  (2）長期貸付金 78,261 19,277 △58,983

  (3）敷金保証金 394,699 405,038 10,339

  (4）繰延税金資産 59,916 35,683 △24,232

  (5）その他 140,563 83,893 △56,670

    貸倒引当金 △127,826 △32,686 95,140

   投資その他の資産合計 689,640 12.1 563,633 10.9 △126,007

   固定資産合計 1,376,151 24.2 1,164,755 22.6 △211,395

   資産合計 5,677,328 100.0 5,153,708 100.0 △523,620
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前連結会計年度 

（平成20年２月29日）

当連結会計年度 

（平成21年２月28日）
比較増減

区分
注記 

番号
金額（千円）

構成比 

（％）
金額（千円）

構成比 

（％）
金額（千円）

（負債の部）

Ⅰ 流動負債

 １ 営業未払金 790,988 679,571 △111,416

 ２ １年内返済予定 

   長期借入金
135,000 105,000 △30,000

 ３ １年内償還予定社債 300,000 ─ △300,000

 ４ 未払法人税等 179,889 103,488 △76,401

 ５ 賞与引当金 57,802 87,679 29,876

 ６ 保証履行引当金 33,152 11,318 △21,833

 ７ 返品調整引当金 54 ─ △54

 ８ その他 454,686 485,908 31,222

   流動負債合計 1,951,573 34.4 1,472,966 28.6 △478,607

Ⅱ 固定負債

 １ 長期借入金 217,500 112,500 △105,000

 ２ 退職給付引当金 64,515 69,491 4,976

 ３ その他 166,195 154,146 △12,049

   固定負債合計 448,211 7.9 336,138 6.5 △112,073

   負債合計 2,399,784 42.3 1,809,104 35.1 △590,680

（純資産の部）

Ⅰ 株主資本

 １ 資本金 1,035,594 18.3 1,035,594 20.1 ─

 ２ 資本剰余金 1,874,684 33.0 1,874,684 36.4 ─

 ３ 利益剰余金 232,990 4.1 449,628 8.7 216,637

 ４ 自己株式 △146,819 △2.6 △246,809 △4.8 △99,990

   株主資本合計 2,996,449 52.8 3,113,097 60.4 116,647

Ⅱ 評価・換算差額等

 １ その他有価証券評価 

   差額金
7 0.0 △600 △0.0 △608

 ２ 為替換算調整勘定 △1,366 △0.0 △42,874 △0.8 △41,507

   評価・換算差額等合計 △1,358 △0.0 △43,474 △0.8 △42,116

Ⅲ 新株予約権 5,906 0.1 8,379 0.1 2,473

Ⅳ 少数株主持分 276,545 4.8 266,601 5.2 △9,944

   純資産合計 3,277,543 57.7 3,344,603 64.9 67,060

   負債純資産合計 5,677,328 100.0 5,153,708 100.0 △523,620
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(2）連結損益計算書

前連結会計年度

（自 平成19年３月１日

至 平成20年２月29日）

当連結会計年度

（自 平成20年３月１日

至 平成21年２月28日）

比較増減

区分
注記 

番号
金額（千円）

百分比 

（％）
金額（千円）

百分比 

（％）
金額（千円）

Ⅰ 売上高 14,513,783 100.0 14,992,991 100.0 479,208

Ⅱ 売上原価 10,324,488 71.1 10,676,676 71.2 352,188

   売上総利益 4,189,294 28.9 4,316,314 28.8 127,019

   返品調整引当金繰入額 54 0.0 ─ ─ △54

   返品調整引当金戻入額 ─ ─ 54 0.0 54

   差引売上総利益 4,189,240 28.9 4,316,368 28.8 127,128

Ⅲ 販売費及び一般管理費 ※１ 3,693,948 25.5 3,793,877 25.3 99,928

   営業利益 495,291 3.4 522,491 3.5 27,199

Ⅳ 営業外収益

 １ 受取利息配当金 5,548 9,106 3,558

 ２ 投資有価証券売却益 11,275 ─ △11,275

 ３ 保険解約返戻金収入 2,719 4,290 1,571

 ４ 補償金収入 3,203 ─ △3,203

 ５ その他 2,984 25,731 0.2 7,901 21,298 0.1 4,917 △4,432

Ⅴ 営業外費用

 １ 支払利息 13,073 7,909 △5,163

 ２ 持分法による投資損失 19,880 4,316 △15,563

 ３ 貸倒引当金繰入額 27,500 25,106 △2,393

 ４ その他 5,504 65,958 0.5 3,903 41,236 0.3 △1,601 △24,721

   経常利益 455,064 3.1 502,553 3.3 47,489

Ⅵ 特別利益

 １ 貸倒引当金戻入益 2,555 4,413 1,858

 ２ 保証履行引当金戻入益 ─ 4,743 4,743

 ３ 関係会社株式売却益 61,708 ─ △61,708

 ４ その他 ※３ 4,013 68,277 0.5 163 9,320 0.1 △3,850 △58,957

Ⅶ 特別損失

 １ 固定資産除却損 ※２ 2,713 5,324 2,611

 ２ 投資有価証券評価損 40,994 20,908 △20,085

 ３ 損害賠償金等 7,111 4,927 △2,184

 ４ 事務所移転関連損失 ─ 7,331 7,331

 ５ 減損損失 ※４ ─ 2,243 2,243

 ６ その他 ※５ 4,719 55,539 0.4 ─ 40,736 0.3 △4,719 △14,802

   匿名組合損益分配前税金 

   等調整前当期純利益
467,801 3.2 471,137 3.1 3,335
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前連結会計年度

（自 平成19年３月１日

至 平成20年２月29日）

当連結会計年度

（自 平成20年３月１日

至 平成21年２月28日）

比較増減

区分
注記 

番号
金額（千円）

百分比 

（％）
金額（千円）

百分比 

（％）
金額（千円）

   匿名組合損益分配額 38,322 0.3 11,985 0.1 △26,337

   税金等調整前 

   当期純利益
506,124 3.5 483,122 3.2 △23,001

   法人税、住民税 

   及び事業税
247,792 201,911 △45,880

   法人税等調整額 △19,753 228,038 1.6 21,776 223,688 1.5 41,530 △4,350

   少数株主利益又は 

   少数株主損失(△）
15,247 0.1 △1,299 0.0 △16,546

   当期純利益 262,838 1.8 260,733 1.7 △2,105
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前連結会計年度（自 平成19年３月１日 至 平成20年２月29日） 

 
  

 
  

(3）連結株主資本等変動計算書

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成19年２月28日 残高（千円） 1,034,313 1,873,403 △7,265 ─ 2,900,452

連結会計年度中の変動額

 新株の発行 1,280 1,280 2,561

 剰余金の配当 △22,583 △22,583

 当期純利益 262,838 262,838

 自己株式の取得 △146,819 △146,819

 株主資本以外の項目の連結 
  会計年度中の変動額（純額）

連結会計年度中の変動額合計 
（千円）

1,280 1,280 240,255 △146,819 95,997

平成20年２月29日 残高（千円） 1,035,594 1,874,684 232,990 △146,819 2,996,449

評価・換算差額等

新株予約権 少数株主持分 純資産合計
その他有価証券 
評価差額金

為替換算
調整勘定

評価・換算
差額等合計

平成19年２月28日 残高（千円） △2,814 3,112 297 9,902 198,273 3,108,925

連結会計年度中の変動額

 新株の発行 ─ 2,561

 剰余金の配当 ─ △22,583

 当期純利益 ─ 262,838

 自己株式の取得 ─ △146,819

 株主資本以外の項目の連結 
  会計年度中の変動額（純額）

2,822 △4,478 △1,655 △3,996 78,272 72,620

連結会計年度中の変動額合計 
（千円）

2,822 △4,478 △1,655 △3,996 78,272 168,617

平成20年２月29日 残高（千円） 7 △1,366 △1,358 5,906 276,545 3,277,543
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当連結会計年度（自 平成20年３月１日 至 平成21年２月28日） 

 
  

 
  

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成20年２月29日 残高（千円） 1,035,594 1,874,684 232,990 △146,819 2,996,449

連結会計年度中の変動額

 剰余金の配当 △44,096 △44,096

 当期純利益 260,733 260,733

 自己株式の取得 △99,990 △99,990

 株主資本以外の項目の連結 
  会計年度中の変動額（純額）

連結会計年度中の変動額合計 
（千円）

─ ─ 216,637 △99,990 116,647

平成21年２月28日 残高（千円） 1,035,594 1,874,684 449,628 △246,809 3,113,097

評価・換算差額等

新株予約権 少数株主持分 純資産合計
その他有価証券 
評価差額金

為替換算
調整勘定

評価・換算
差額等合計

平成20年２月29日 残高（千円） 7 △1,366 △1,358 5,906 276,545 3,277,543

連結会計年度中の変動額

 剰余金の配当 ─ △44,096

 当期純利益 ─ 260,733

 自己株式の取得 ─ △99,990

 株主資本以外の項目の連結 
  会計年度中の変動額（純額）

△608 △41,507 △42,116 2,473 △9,944 △49,587

連結会計年度中の変動額合計 
（千円）

△608 △41,507 △42,116 2,473 △9,944 67,060

平成21年２月28日 残高（千円） △600 △42,874 △43,474 8,379 266,601 3,344,603
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(4）連結キャッシュ・フロー計算書

前連結会計年度

（自 平成19年３月１日

至 平成20年２月29日）

当連結会計年度

（自 平成20年３月１日

至 平成21年２月28日）

比較増減

区分
注記 

番号
金額（千円） 金額（千円） 金額（千円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

 １ 税金等調整前当期純利益 506,124 483,122 △23,001

 ２ 減価償却費 283,745 219,231 △64,513

 ３ 減損損失 ― 2,243 2,243

 ４ 株式報酬費用 ― 2,473 2,473

 ５ 新株予約権戻入益 △3,996 ─ 3,996

 ６ のれん償却額 51,309 14,323 △36,985

 ７ 事務所移転関連損失 ─ 7,331 7,331

 ８ 持分法による投資損失 19,880 4,316 △15,563

 ９ 貸倒引当金の増加額又は減少額(△） 34,327 △91,299 △125,626

 10 賞与引当金の増加額 51,220 29,022 △22,197

 11 退職給付引当金の増加額 3,888 18,246 14,358

 12 保証履行引当金の減少額 △3,178 △21,833 △18,654

 13 返品調整引当金の増加額又は 

   減少額(△）
54 △54 △108

 14 受取利息配当金 △5,548 △9,106 △3,558

 15 支払利息 13,073 7,909 △5,163

 16 為替差損益 361 △389 △751

 17 投資有価証券売却益 △11,275 ─ 11,275

 18 投資事業組合投資利益 ─ △335 △335

 19 投資有価証券売却損 ─ 50 50

 20 持分変動利益 △17 ─ 17

 21 固定資産売却益 ─ △163 △163

 22 固定資産除却損 2,713 5,324 2,611

 23 投資有価証券評価損 44,689 20,908 △23,780

 24 関係会社株式売却益 △61,708 ─ 61,708

 25 売上債権の減少額又は増加額(△） △354,291 371,774 726,065

 26 たな卸資産の減少額又は増加額(△） 10,693 △33,919 △44,612

 27 仕入債務の減少額 △39,671 △44,856 △5,185

 28 その他の資産の減少額又は 

   増加額(△）
△68,678 131,206 199,884

 29 その他の負債の増加額 6,273 61,308 55,034

小計 479,988 1,176,836 696,848

 30 利息及び配当金の受取額 5,464 6,970 1,506

 31 利息の支払額 △13,953 △9,113 4,839

 32 法人税等の支払額 △236,374 △285,545 △49,171

 33 法人税等の還付額 93 ─ △93

  営業活動によるキャッシュ・フロー 235,218 889,148 653,929
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前連結会計年度

（自 平成19年３月１日

至 平成20年２月29日）

当連結会計年度

（自 平成20年３月１日

至 平成21年２月28日）

比較増減

区分
注記 

番号
金額（千円） 金額（千円） 金額（千円）

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

 １ 定期預金の預入による支出 △46,036 △46,194 △158

 ２ 投資有価証券の取得による支出 △17,600 △11,400 6,200

 ３ 投資有価証券の売却による収入 18,880 97 △18,782

 ４ 投資事業組合からの分配による収入 ─ 75,724 75,724

 ５ 関係会社株式の取得による支出 △10,000 ─ 10,000

 ６ 連結の範囲の変更を伴う子会社株式の 

   取得による支出
※３ ─ △20,626 △20,626

 ７ 連結の範囲の変更を伴う子会社株式の 

   売却による支出
※２ △1,127 ─ 1,127

 ８ 有形固定資産の取得による支出 △48,940 △37,940 10,999

 ９ 有形固定資産の売却による収入 ─ 164 164

 10 無形固定資産の取得による支出 △120,271 △112,458 7,813

 11 貸付金の回収による収入 12,269 9,532 △2,737

 12 その他の投資による支出 △31,692 △48,999 △17,306

 13 その他の投資による収入 8,552 18,343 9,790

  投資活動によるキャッシュ・フロー △235,966 △173,757 62,208

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

 １ 短期借入金の返済による支出 △100,000 ─ 100,000

 ２ 長期借入金の返済による支出 △297,030 △135,000 162,030

 ３ 社債の償還による支出 ─ △300,000 △300,000

 ４ 株式の発行による収入 2,561 ─ △2,561

 ５ 自己株式の取得による支出 △148,202 △101,003 47,198

 ６ 配当金の支払額 △22,167 △43,458 △21,291

  財務活動によるキャッシュ・フロー △564,838 △579,462 △14,623

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 △7,206 △45,622 △38,415

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加額又は 

  減少額(△）
△572,793 90,305 663,099

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 2,384,550 1,876,467 △508,083

Ⅶ 新規連結に伴う現金及び現金同等物の 

  増加高
64,709 ─ △64,709

Ⅷ 現金及び現金同等物の期末残高 ※１ 1,876,467 1,966,773 90,305
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(5）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

項目
前連結会計年度

（自 平成19年３月１日
至 平成20年２月29日）

当連結会計年度
（自 平成20年３月１日
至 平成21年２月28日）

１ 連結の範囲に関する事項 (1）連結子会社の数

７社

主要な連結子会社の名称

CREEK & RIVER KOREA Co.,Ltd.

株式会社ティー・オー・ピー

株式会社メディカル・プリンシプ

ル社

株式会社Ｃ＆Ｒ総研

有限会社ＢＳプロジェクト

有限会社ＡＳプロジェクト

株式会社リーディング・エッジ社

株式会社オープンマジックは、平

成19年８月31日に全ての保有株式を

譲渡したことから、当連結会計年度

より連結の範囲から除外しておりま

す。

株式会社リーディング・エッジ社

は、同社及び当社グループの今後の

事業展開を鑑み、平成20年２月29日

に持分法適用関連会社から連結子会

社へ連結の範囲を変更しておりま

す。

(1）連結子会社の数

８社

主要な連結子会社の名称

CREEK & RIVER KOREA Co.,Ltd.

株式会社ティー・オー・ピー

株式会社メディカル・プリンシプ

ル社

株式会社Ｃ＆Ｒ総研

有限会社ＢＳプロジェクト

有限会社ＡＳプロジェクト

株式会社リーディング・エッジ社

株式会社Ｃ＆Ｒリーガル・エージ

ェンシー社

株式会社Ｃ＆Ｒリーガル・エージ

ェンシー社は、平成20年８月31日に

株式を取得したことに伴い、当連結

会計年度より持分法適用の非連結子

会社から連結子会社へ連結の範囲を

変更しております。

(2）主要な非連結子会社の名称等

主要な非連結子会社

株式会社Ｃ＆Ｒリーガル・エージ

ェンシー社

（連結の範囲から除いた理由）

株式会社Ｃ＆Ｒリーガル・エージ

ェンシー社は、合計の総資産、売上

高、当期純損益（持分に見合う額）

及び利益剰余金（持分に見合う額）

等は、連結財務諸表に重要な影響を

及ぼしていないため連結の範囲から

除外しております。

(2）      ───────

２ 持分法の適用に関する事

項

(1）持分法適用の非連結子会社の数

１社

主要な持分法適用の非連結子会社

株式会社Ｃ＆Ｒリーガル・エージ

ェンシー社

株式会社Ｃ＆Ｒリーガル・エージ

ェンシー社は、平成19年８月29日に

設立したことから、当連結会計年度

より持分法適用の非連結子会社の範

囲に加えております。

(1）持分法適用の非連結子会社の数

１社

主要な持分法適用の非連結子会社

株式会社Ｃ＆Ｒリーガル・エージ

ェンシー社

株式会社Ｃ＆Ｒリーガル・エージ

ェンシー社は、平成20年８月31日に

株式を取得したことに伴い、当連結

会計年度より持分法適用の非連結子

会社から連結子会社へ連結の範囲を

変更しております。
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項目
前連結会計年度

（自 平成19年３月１日
至 平成20年２月29日）

当連結会計年度
（自 平成20年３月１日
至 平成21年２月28日）

(2）持分法適用の関連会社の数

１社

主要な関連会社の名称

株式会社リーディング・エッジ社

株式会社リーディング・エッジ社

は、同社及び当社グループの今後の

事業展開を鑑み、平成20年２月29日

に持分法適用関連会社から連結子会

社へ連結の範囲を変更しておりま

す。

CREEK & RIVER TAIWAN Co.,Ltd.

は持分が減少したことから、当連結

会計年度より、持分法適用の範囲か

ら除外しております。

(2）      ───────

(3）持分法を適用していない関連会社

（株式会社メディカルスタンダー

ド社）は、従来より当期純利益及び

利益剰余金等に及ぼす影響が軽微で

あり、かつ全体としても重要性が乏

しいため、持分法の適用範囲から除

外しております。

(3）      同左

(4）持分法適用会社のうち、決算日が

連結決算日と異なる会社について

は、各社の事業年度に係る財務諸表

を使用しております。

(4）      ───────

３ 連結子会社の事業年度等

に関する事項

連結子会社のうち、株式会社Ｃ＆Ｒ

総研、有限会社ＢＳプロジェクト、有

限会社ＡＳプロジェクト及び株式会社

リーディング・エッジ社は連結決算日

と一致しております。その他３社の決

算日は12月31日であります。

連結財務諸表の作成に当たっては、

その他の３社については連結決算日と

の差は３ヶ月以内であるため、当該連

結子会社の事業年度に係わる財務諸表

を基礎として連結を行なっておりま

す。ただし、連結決算日との間に生じ

た重要な取引については、連結上必要

な調整を行なっております。

連結子会社のうち、株式会社Ｃ＆Ｒ

総研、有限会社ＢＳプロジェクト、有

限会社ＡＳプロジェクト、株式会社リ

ーディング・エッジ社及び株式会社Ｃ

＆Ｒリーガル・エージェンシー社は連

結決算日と一致しております。その他

３社の決算日は12月31日であります。

連結財務諸表の作成に当たっては、

その他の３社については連結決算日と

の差は３ヶ月以内であるため、当該連

結子会社の事業年度に係わる財務諸表

を基礎として連結を行なっておりま

す。ただし、連結決算日との間に生じ

た重要な取引については、連結上必要

な調整を行なっております。
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項目
前連結会計年度

（自 平成19年３月１日
至 平成20年２月29日）

当連結会計年度
（自 平成20年３月１日
至 平成21年２月28日）

４ 会計処理基準に関する事

項

 (1）重要な資産の評価基準

及び評価方法

（イ）その他有価証券

時価のあるもの

連結決算日の市場価格等に基づ

く時価法（評価差額は全部純資産

直入法により処理し、売却原価は

総平均法により算定）

（イ）その他有価証券

時価のあるもの

          同左

時価のないもの

総平均法による原価法を採用し

ております。

なお、投資事業組合（投資事業

有限責任組合含む）への出資に係

る会計処理は、組合の資産、負

債、収益及び費用を出資持分割合

に応じて計上しております。

時価のないもの

          同左

（ロ）デリバティブ取引

時価法

（ただし、特例処理の要件を満た

している場合には、特例処理によ

っております。）

（ロ）デリバティブ取引

          同左

（ハ）たな卸資産

製 品 総平均法による原価法

商 品 移動平均法による原価法

仕掛品 個別法による原価法

貯蔵品 最終仕入原価法

（ハ）たな卸資産

          同左

 (2）重要な減価償却資産の

減価償却の方法

（イ）有形固定資産

当社及び国内連結子会社は定率

法を、また、在外連結子会社は当

該国の会計基準の規定に基づく定

額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下のと

おりであります。

建物及び構築物   ３～15年

機械装置及び運搬具   ５年

その他（器具備品） ２～15年

（イ）有形固定資産

当社及び国内連結子会社は定率

法を、また、在外連結子会社は当

該国の会計基準の規定に基づく定

額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下のと

おりであります。

建物及び構築物   ３～15年

機械装置及び運搬具   ５年

その他（器具備品） ３～15年

（追加情報）

当社及び国内連結子会社は、法

人税法の改正に伴い、当連結会計

年度より、平成19年３月31日以前

に取得した有形固定資産について

は、改正前の法人税法に基づく減

価償却の方法の適用により取得価

格の５％に到達した連結会計年度

の翌連結会計年度より、取得価格

の５％相当額と備忘価格との差額

を５年間にわたり均等償却し、減

価償却費に含めて計上しておりま

す。

これによる営業利益、経常利益

及び税金等調整前当期純利益に与

える影響は軽微であります。
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項目
前連結会計年度

（自 平成19年３月１日
至 平成20年２月29日）

当連結会計年度
（自 平成20年３月１日
至 平成21年２月28日）

（ロ）無形固定資産

当社及び国内連結子会社は定額

法を、また、在外連結子会社は当

該国の会計基準の規定に基づく定

額法を採用しております。

なお、ソフトウェア（自社利

用）については社内における見込

利用可能期間（３～５年間）によ

る定額法を採用しております。

（ロ）無形固定資産

当社及び国内連結子会社は定額

法を、また、在外連結子会社は当

該国の会計基準の規定に基づく定

額法を採用しております。

なお、ソフトウェア（自社利

用）については社内における見込

利用可能期間（５年間）による定

額法を採用しております。

 (3）重要な繰延資産の処理

方法

（イ）株式交付費

支出時に全額費用として処理し

ております。

（イ）株式交付費

          同左

 (4）重要な引当金の計上基

準

（イ）貸倒引当金

債権の貸倒による損失に備える

ため、一般債権については貸倒実

績率により、貸倒懸念債権等特定

の債権については個別に回収可能

性を勘案し、回収不能見込額を計

上しております。

（イ）貸倒引当金

          同左

（ロ）賞与引当金

当社及び連結子会社は従業員に

対して支給する賞与の支出に充て

るため、支給見込額に基づき計上

しております。

（追加情報）

当社は当連結会計年度より、給

与規程の改定を行なったことによ

り賞与の支給対象期間及び支給時

期を変更しております。支給対象

期間は、従来は会計期間と一致し

ておりましたが、３月１日から８

月31日までを12月に、９月１日か

ら２月末日までを６月にそれぞれ

支給対象期間及び支給時期を変更

しております。

この変更に伴い賞与引当金が発

生しておりますが、営業利益、経

常利益及び税金等調整前当期純利

益に与える影響はありません。

なお、この支給対象期間の変更

による賞与の調整額51,182千円を

当連結会計年度の費用として計上

しております。

（ロ）賞与引当金

当社及び連結子会社は従業員に

対して支給する賞与の支出に充て

るため、支給見込額に基づき計上

しております。

（ハ）退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるた

め、当連結会計年度末における退

職給付債務の見込額に基づき計上

しております。

(ハ）退職給付引当金

          同左

（ニ）保証履行引当金

コンサルティング委嘱契約の保

証履行に備えるため、保証履行実

績率により保証履行見込額を計上

しております。

(ニ）保証履行引当金

          同左

㈱クリーク・アンド・リバー社（4763）　平成21年２月期決算短信

－ 33 －



 
  

項目
前連結会計年度

（自 平成19年３月１日
至 平成20年２月29日）

当連結会計年度
（自 平成20年３月１日
至 平成21年２月28日）

（ホ）返品調整引当金

製品（書籍）の当連結会計年度

末以降に発生が予測される返品に

備えるため、過去の返品率・売買

利益率に基づき計上しておりま

す。

（ホ）返品調整引当金

          同左

 (5）重要なリース取引の処

理方法

当社及び連結子会社はリース物件の

所有権が借主に移転すると認められる

もの以外のファイナンス・リース取引

については、通常の賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理によっており、

在外連結子会社は主として通常の売買

取引に準じた会計処理によっておりま

す。

          同左

 (6）重要なヘッジ会計の方

法

（イ）ヘッジ会計の方法

金利スワップについては、特例

処理の要件を満たしておりますの

で、特例処理を採用しておりま

す。

（イ）ヘッジ会計の方法

          同左

（ロ）ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段

金利スワップ

ヘッジ対象

借入金利息

（ロ）ヘッジ手段とヘッジ対象

          同左

（ハ）ヘッジ方針

当社及び連結子会社は、借入金

の金利変動リスクを回避する目的

で金利スワップ取引を行なってお

り、ヘッジ対象の識別は個別契約

毎に行なっております。

（ハ）ヘッジ方針

          同左

（ニ）ヘッジ有効性評価の方法

リスク管理方針に従って、以下

の条件を満たす金利スワップを締

結しております。

１）金利スワップの想定元本と長

期借入金の元本金額が一致し

ている。

２）金利スワップと長期借入金の

契約期間及び満期が一致して

いる。

３）長期借入金と金利スワップの

金利改定条件が一致してい

る。

４）金利スワップの受払い条件が

スワップ期間を通して一定で

ある。

従って、金利スワップの特例処

理の要件を満たしているので、連

結決算日における有効性の評価を

省略しております。

（ニ）ヘッジ有効性評価の方法

          同左
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項目
前連結会計年度

（自 平成19年３月１日
至 平成20年２月29日）

当連結会計年度
（自 平成20年３月１日
至 平成21年２月28日）

５ その他連結財務諸表作成

のための基本となる重要

な事項

消費税等の会計処理

税抜方式によっております。

消費税等の会計処理

          同左

６ 連結子会社の資産及び負

債の評価に関する事項

連結子会社の資産及び負債の評価に

ついては、全面時価評価法を採用して

おります。

          同左

７ のれんの償却に関する事

項

のれんの償却については、５年間の

均等償却を行なっております。

          同左

８ 連結キャッシュ・フロー

計算書における資金の範

囲

連結キャッシュ・フロー計算書にお

ける資金（現金及び現金同等物）は、

手許現金、随時引き出し可能な預金及

び容易に換金可能であり、かつ、価値

の変動について僅少なリスクしか負わ

ない取得日から３ヶ月以内に償還期限

の到来する短期投資からなっておりま

す。

          同左
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(6）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

（会計処理方法の変更）

前連結会計年度
（自 平成19年３月１日
至 平成20年２月29日）

当連結会計年度
（自 平成20年３月１日
至 平成21年２月28日）

（有形固定資産の減価償却の方法）

当連結会計年度から、平成19年度の税制改正に伴い平

成19年４月１日以降に取得した有形固定資産について

は、改正後の法人税法に規定する減価償却の方法によっ

ております。

なお、この変更に伴う営業利益、経常利益及び税金等

調整前当期純利益に与える影響は軽微であります。

──────────

────────── （売上計上基準の変更）

従来、連結子会社株式会社メディカル・プリンシプル

社の常勤医師を対象とする役務提供売上高につきまして

は、医師及び入職先との契約が合意した時に売上計上し

ておりましたが、当連結会計年度より医師が入職した時

に売上計上する方法に変更しております。

この変更は、近年の医師不足を背景とし、同社に対す

る紹介ニーズの高まりに加え、医師の囲い込みを求める

入職先との契約が早期化したこと等により、入職に至ら

ず契約が解除となる事象が生じているため、収益の認識

時点より実態に適合した方法に変更し、期間損益の適正

化を図るために行ったものであります。

この変更により売上高が250,541千円、営業利益及び

経常利益が255,685千円、税金等調整前当期純利益が

250,942千円減少しております。

なお、セグメント情報に与える影響は当該箇所に記載

しております。

（表示方法の変更）

前連結会計年度
（自 平成19年３月１日
至 平成20年２月29日）

当連結会計年度
（自 平成20年３月１日
至 平成21年２月28日）

（連結損益計算書）

「保険解約返戻金収入」は、前連結会計年度まで営業

外収益の「その他」に含めて表示しておりましたが、当

連結会計年度において、重要性が増したため区分掲記し

ております。

なお、前連結会計年度における「保険解約返戻金収

入」の金額は2,318千円であります。

──────────
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(7）連結財務諸表に関する注記事項

（連結貸借対照表関係）

前連結会計年度 
（平成20年２月29日）

当連結会計年度 
（平成21年２月28日）

※１ 関連会社に対するものは次のとおりであります。

 投資有価証券（株式） 9,754千円

※１ 関連会社に対するものは次のとおりであります。

投資有価証券（株式） 4,500千円

 ２ 保証債務

下記のとおり、債務保証しております。

相手先名 金額 種類

大日本印刷㈱ 3,873千円
子会社取引先㈲エス・パブ
リッシングの買掛金債務、
手形債務

 ２ 保証債務

下記のとおり、債務保証しております。

相手先名 金額 種類

大日本印刷㈱ 1,478千円
子会社取引先㈲エス・パブ
リッシングの買掛金債務、
手形債務

※３      ─────────

 

※３ 連結会計年度末日受取手形

 連結会計年度末日満期手形の会計処理について

は、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、当連結会計年度の末日は金融機関の休日であ

ったため、次の連結会計年度末日満期手形が連結会

計年度末残高に含まれております。

受取手形 4,000千円
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（連結損益計算書関係）

前連結会計年度
（自 平成19年３月１日
至 平成20年２月29日）

当連結会計年度
（自 平成20年３月１日
至 平成21年２月28日）

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

給料手当 1,254,863千円

賞与引当金繰入額 51,220

退職給付引当金繰入額 10,724

保証履行引当金繰入額 22,374

貸倒引当金繰入額 18,936

地代家賃 411,888
 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

給料手当 1,393,538千円

賞与引当金繰入額 81,350

退職給付引当金繰入額 12,608

貸倒引当金繰入額 9,765

地代家賃 453,650

※２ 固定資産除却損の内容は次のとおりであります。

有形固定資産（その他） 2,414千円

ソフトウェア 299

 合計 2,713

※２ 固定資産除却損の内容は次のとおりであります。

有形固定資産（その他） 613千円

ソフトウェア 4,711

合計 5,324

※３ 特別利益のうち「その他」の内容は次のとおりで

あります。

持分変動利益 17千円

新株予約権戻入益 3,996

 合計 4,013

 

※３ 特別利益のうち「その他」の内容は次のとおりで

あります。

固定資産売却益 163千円

※４       ────────

 

 

 

※４ 減損損失

(1）減損損失を認識した資産

場所 用途 種類

東京都千代田区 映画フィルム
有形固定資産
（その他）

(2）減損損失を認識に至った経緯

有形固定資産（その他）

 当該資産の収益性の低下により、回収可能性

が認められないことから、当中間連結会計期間

末における帳簿価格を減損損失として計上して

おります。

(3）減損損失の内訳

有形固定資産（その他） 2,243千円

(4）資産のグルーピング方法

 当社グループは管理会計上の事業所等を単位

として資産のグルーピングを行っております。

ただし、遊休資産については個別にグルーピン

グを行い、提出会社の本社管理部門に係る資産

等は共有資産としており、より大きなグルーピ

ングで評価しております。

※５ 特別損失のうち「その他」の内容は次のとおりで

あります。

投資事業組合投資損失過年度修正 4,719千円

※５       ────────

㈱クリーク・アンド・リバー社（4763）　平成21年２月期決算短信

－ 38 －



前連結会計年度（自 平成19年３月１日 至 平成20年２月29日） 

１ 発行済株式の種類及び総数 

 
(注）１ 普通株式の発行済株式数の増加260株は、新株予約権の権利行使による増加であります。 

２ 普通株式の自己株式の株式数の増加5,609株は、平成19年４月17日開催の当社取締役会決議に基づく買い

付けによるものであります。 

  
２ 新株予約権に関する事項 

 
(注）１ 平成14年５月28日及び平成16年５月27日の新株予約権の当連結会計年度減少額は、新株予約権の権利行使

と権利喪失によるものです。 

２ 平成17年５月25日の新株予約権の当連結会計年度減少額は、新株予約権の権利喪失によるものでありま

す。 

３ 平成17年５月25日の新株予約権は、権利行使期間（権利行使期間 自 平成22年６月１日 至 平成24年

５月31日）が未到来となっております。 

４ 平成14年５月28日及び平成16年５月27日の新株予約権は、会社法の施行日前に付与された新株予約権であ

るため、残高はありません。 

  
３ 配当に関する事項 

(1）配当金支払額 

 
  

(2）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの 

 
  

（連結株主資本等変動計算書関係）

前連結会計年度末 
株式数（株）

当連結会計年度
増加株式数（株）

当連結会計年度
減少株式数（株）

当連結会計年度末
株式数（株）

発行済株式

 普通株式（注）１ 225,830 260 ― 226,090

合計 225,830 260 ― 226,090

自己株式

 普通株式（注）２ ― 5,609 ― 5,609

合計 ― 5,609 ― 5,609

区分 新株予約権の内訳
新株予約権の
目的となる 
株式の種類

新株予約権の目的となる株式の数（株） 当連結会計
年度末残高
（千円）

前連結会計
年度末

当連結会計
年度増加

当連結会計 
年度減少

当連結会計 
年度末

提出会社 
（親会社）

平成14年５月28日定
時株主総会ストッ
ク・オプション 
（注）１，４

普通株式 260 ― 260 ― ―

平成16年５月27日定
時株主総会ストッ
ク・オプション 
（注）１，４

普通株式 3,015 ― 455 2,560 ―

平成17年５月25日定
時株主総会ストッ
ク・オプション 
（注）２，３

普通株式 2,200 ― 1,590 610 5,906

合計 ― 5,475 ― 2,305 3,170 5,906

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成19年５月24日 
定時株主総会

普通株式 22,583 100 平成19年２月28日 平成19年５月25日

決議 株式の種類
配当金の総額 
（千円）

配当の原資
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成20年５月23日 
定時株主総会

普通株式 44,096 利益剰余金 200 平成20年２月29日 平成20年５月26日
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当連結会計年度（自 平成20年３月１日 至 平成21年２月28日） 

１ 発行済株式の種類及び総数 

 
(注）普通株式の自己株式の株式数の増加5,200株は、平成20年４月14日開催の当社取締役会決議に基づく買い付け

によるものであります。 

  
２ 新株予約権に関する事項 

 
(注）１ 平成16年５月27日及び平成17年５月25日の新株予約権の当連結会計年度減少額は、新株予約権の権利喪失

によるものです。 

２ 平成17年５月25日の新株予約権は、権利行使期間（権利行使期間 自 平成22年６月１日 至 平成24年

５月31日）が未到来となっております。 

  
３ 配当に関する事項 

(1）配当金支払額 

 
  

(2）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの 

 
(注）平成21年５月27日開催の定時株主総会において付議する予定であります。 

  

前連結会計年度末 
株式数（株）

当連結会計年度
増加株式数（株）

当連結会計年度
減少株式数（株）

当連結会計年度末
株式数（株）

発行済株式

 普通株式（注）１ 226,090 ─ ─ 226,090

合計 226,090 ─ ─ 226,090

自己株式

 普通株式（注）２ 5,609 5,200 ─ 10,809

合計 5,609 5,200 ─ 10,809

区分 新株予約権の内訳
新株予約権の
目的となる 
株式の種類

新株予約権の目的となる株式の数（株） 当連結会計
年度末残高
（千円）

前連結会計
年度末

当連結会計
年度増加

当連結会計 
年度減少

当連結会計 
年度末

提出会社 
（親会社）

平成16年５月27日定
時株主総会ストッ
ク・オプション 
（注）１，４

普通株式 2,560 ─ 2,560 ─ ─

平成17年５月25日定
時株主総会ストッ
ク・オプション 
（注）２，３

普通株式 610 ─ 50 560 8,379

合計 ― 3,170 ─ 2,610 560 8,379

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成20年５月23日 
定時株主総会

普通株式 44,096 200 平成20年２月29日 平成20年５月26日

決議 株式の種類
配当金の総額 
（千円）

配当の原資
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成21年５月27日 
定時株主総会

普通株式 43,056 利益剰余金 200 平成21年２月28日 平成21年５月28日
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（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前連結会計年度
（自 平成19年３月１日
至 平成20年２月29日）

当連結会計年度
（自 平成20年３月１日
至 平成21年２月28日）

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表

に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年２月29日現在）

現金及び預金勘定 1,955,503千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 79,036

現金及び現金同等物 1,876,467

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表

に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年２月28日現在）

現金及び預金勘定 2,084,648千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 117,874

現金及び現金同等物 1,966,773

※２ 株式の売却により連結子会社でなくなった会社の

資産及び負債の主な内訳

株式の売却により、株式会社オープンマジック

が連結子会社でなくなったことに伴う売却時の資

産及び負債の内訳ならびに株式会社オープンマジ

ック株式の売却価額と「連結の範囲の変更を伴う

子会社株式の売却による支出」との関係は次のと

おりであります。

流動資産 21,754千円

固定資産 11,652

 資産合計 33,407

流動負債 30,677

固定負債 62,029

 負債合計 92,706

未実現利益等 △2,409

関係会社株式売却益 61,708

関係会社株式売却価額 ─

連結子会社の現金及び現金同等物 △1,127

差引：連結の範囲の変更を伴う 
   子会社株式の売却による支出

△1,127

 

※２      ───────── 

※３      ───────── 

 

※３ 株式の取得により新たに連結子会社となった会社

の資産及び負債の主な内訳

株式の取得により、株式会社Ｃ＆Ｒリーガル・

エージェンシー社が連結子会社になったことに伴

う、連結開始時の資産及び負債の内訳ならびに子

会社株式の取得価格と「連結の範囲の変更を伴う

子会社株式の取得による支出（純額）」との関係

は次のとおりであります。

流動資産 9,599千円

固定資産 4,670

のれん 23,331

資産合計 37,602

流動負債 △3,156

少数株主持分 △2,222

負債合計 △5,379
従来から所有していた
株式の取得価格

△2,222

子会社の取得価格 30,000

連結子会社の現金及び現金同等物 △9,373

差引：連結の範囲の変更を伴う 
   子会社株式の取得による支出

△20,626
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前連結会計年度（自 平成19年３月１日 至 平成20年２月29日） 

 
(注）１ 事業区分は、サービスの種類、性質及び販売市場の類似性等を考慮して区分しております。 

２ 各事業の主な内容 

(1）エージェンシー事業…エージェントサービス、プロデュースサービス 

(2）教育事業………………講習会、セミナー等の開催 

(3）出版事業………………雑誌制作、書籍出版 

３ 営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能費用の金額は817,323千円であり、その主なもの

は、親会社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。 

４ 資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産（1,865,757千円）の主なものは、親会社での余資運

用資金（現金及び預金）、長期投資資金（投資有価証券）及び共通部門に係る資産等であります。 

  

（セグメント情報）

１ 事業の種類別セグメント情報

エージェンシー

事業（千円）
教育事業
（千円）

出版事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社 
（千円）

連結（千円）

Ⅰ 売上高及び営業損益

  売上高

 (1）外部顧客に 
   対する売上高

14,192,328 244,917 76,536 14,513,783 ─ 14,513,783

 (2）セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

2,400 ─ ─ 2,400 (2,400) ─

計 14,194,728 244,917 76,536 14,516,183 (2,400) 14,513,783

  営業費用 12,866,164 163,514 176,885 13,206,564 811,927 14,018,491

  営業利益又は 
  営業損失（△）

1,328,564 81,403 △100,349 1,309,618 (814,327) 495,291

Ⅱ 資産、減価償却費及び 
  資本的支出

  資産 3,561,690 221,380 62,874 3,845,945 1,831,382 5,677,328

  減価償却費 258,730 11,046 3,316 273,093 61,961 335,054

  資本的支出 95,623 10,274 3,480 109,379 17,282 126,661
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当連結会計年度（自 平成20年３月１日 至 平成21年２月28日） 

 
(注）１ 事業区分は、サービスの種類、性質及び販売市場の類似性等を考慮して区分しております。 

２ 各事業の主な内容 

(1）エージェンシー事業…エージェントサービス、プロデュースサービス 

(2）教育事業………………講習会、セミナー等の開催 

(3）出版事業………………雑誌制作、書籍出版 

３ 営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能費用の金額は822,185千円であり、その主なもの

は、親会社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。 

４ 資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産（1,945,082千円）の主なものは、親会社での余資運

用資金（現金及び預金）、長期投資資金（投資有価証券）及び共通部門に係る資産等であります。 

５ 会計方針の変更 

  「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」に記載のとおり、当連結会計年度より連結子

会社株式会社メディカル・プリンシプル社の常勤医師を対象とする役務提供売上高の売上計上基準を変更

しております。 

   この変更により、従来の方法によった場合と比べ、エージェンシー事業の売上高が250,541千円、営業

利益が255,685千円それぞれ減少しております。 

  

エージェンシー

事業（千円）
教育事業
（千円）

出版事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社 
（千円）

連結（千円）

Ⅰ 売上高及び営業損益

  売上高

 (1）外部顧客に 
   対する売上高

14,588,558 339,342 65,089 14,992,991 ─ 14,992,991

 (2）セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

600 7,146 ─ 7,746 (7,746) ─

計 14,589,158 346,488 65,089 15,000,737 (7,746) 14,992,991

  営業費用 13,294,452 237,271 173,027 13,704,751 765,747 14,470,499

  営業利益又は 
  営業損失(△）

1,294,705 109,217 △107,937 1,295,985 (773,493) 522,491

Ⅱ 資産、減価償却費及び 
  資本的支出

  資産 2,966,963 205,070 82,287 3,254,321 1,899,386 5,153,708

  減価償却費 189,890 13,875 3,890 207,656 25,898 233,555

  減損損失 2,243 ─ ─ 2,243 ─ 2,243

  資本的支出 109,515 10,514 3,070 123,100 27,854 150,954
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前連結会計年度（自 平成19年３月１日 至 平成20年２月29日） 

 
(注）１ 国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２ 営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能費用の金額は817,323千円であり、その主なもの

は、親会社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。 

３ 資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産（1,865,757千円）の主なものは、親会社での余資運

用資金（現金及び預金）、長期投資資金（投資有価証券）及び共通部門に係る資産等であります。 

  

当連結会計年度（自 平成20年３月１日 至 平成21年２月28日） 

 
(注）１ 国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２ 営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能費用の金額は822,185千円であり、その主なもの

は、親会社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。 

３ 資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産（1,945,082千円）の主なものは、親会社での余資運

用資金（現金及び預金）、長期投資資金（投資有価証券）及び共通部門に係る資産等であります。 

４ 会計方針の変更 

  「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」に記載のとおり、当連結会計年度より連結子

会社株式会社メディカル・プリンシプル社の常勤医師を対象とする役務提供売上高の売上計上基準を変更

しております。 

   この変更により、従来の方法によった場合と比べ、日本の売上高が250,541千円、営業利益が255,685千

円それぞれ減少しております。 

  

２ 所在地別セグメント情報

日本 
（千円）

韓国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社 
（千円）

連結
（千円）

Ⅰ 売上高及び営業損益

  売上高

 (1）外部顧客に 
   対する売上高

12,201,171 2,312,611 14,513,783 ─ 14,513,783

 (2）セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

200 264 464 (464) ─

計 12,201,371 2,312,876 14,514,248 (464) 14,513,783

  営業費用 10,946,271 2,254,896 13,201,167 817,323 14,018,491

  営業利益 1,255,100 57,980 1,313,080 (817,788) 495,291

Ⅱ 資産 3,426,561 385,010 3,811,571 1,865,757 5,677,328

日本 
（千円）

韓国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社 
（千円）

連結
（千円）

Ⅰ 売上高及び営業損益

  売上高

 (1）外部顧客に 
   対する売上高

12,773,716 2,219,274 14,992,991 ─ 14,992,991

 (2）セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

─ 1,449 1,449 (1,449) ─

計 12,773,716 2,220,723 14,994,440 (1,449) 14,992,991

  営業費用 11,452,128 2,196,185 13,648,313 822,185 14,470,499

  営業利益 1,321,588 24,538 1,346,126 (823,635) 522,491

Ⅱ 資産 2,944,696 263,928 3,208,625 1,945,082 5,153,708
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前連結会計年度（自 平成19年３月１日 至 平成20年２月29日） 

 
(注）１ 国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

当連結会計年度（自 平成20年３月１日 至 平成21年２月28日） 

 
(注）１ 国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

３ 海外売上高

韓国 計

Ⅰ 海外売上高（千円） 2,312,611 2,312,611

Ⅱ 連結売上高（千円） ─ 14,513,783

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合（％）

15.9 15.9

韓国 計

Ⅰ 海外売上高（千円） 2,219,274 2,219,274

Ⅱ 連結売上高（千円） ─ 14,992,991

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合（％）

14.8 14.8
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（リース取引関係）

前連結会計年度
（自 平成19年３月１日
至 平成20年２月29日）

当連結会計年度
（自 平成20年３月１日
至 平成21年２月28日）

１ リース物件の所有権が借主に移転すると認められる

もの以外のファイナンス・リース取引

１ リース物件の所有権が借主に移転すると認められる

もの以外のファイナンス・リース取引

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相

当額及び期末残高相当額

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相

当額及び期末残高相当額

器具備品 その他 計

取得価額相当額 
（千円）

64,370 118,445 182,816

減価償却累計額 
相当額（千円）

36,789 67,369 104,158

期末残高相当額 
（千円）

27,580 51,076 78,657

器具備品 その他 計

取得価額相当額
（千円）

61,405 107,757 169,162

減価償却累計額
相当額（千円）

36,874 79,799 116,674

期末残高相当額
（千円）

24,530 27,957 52,488

(2）未経過リース料期末残高相当額

１年内 35,819千円

１年超 45,593

 合計 81,412

(2）未経過リース料期末残高相当額

１年内 30,160千円

１年超 24,140

合計 54,301

(3）支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相

当額

支払リース料 35,003千円

減価償却費相当額 32,595

支払利息相当額 2,461

(3）支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相

当額

支払リース料 39,106千円

減価償却費相当額 36,401

支払利息相当額 1,707

(4）減価償却費相当額及び利息相当額の算定方法

減価償却費相当額の算定方法

…リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とす

る定額法によっております。

利息相当額の算定方法

…リース料総額とリース物件の取得価額相当額と

の差額を利息相当額とし、各期への配分方法に

ついては、利息法によっております。

(4）減価償却費相当額及び利息相当額の算定方法

減価償却費相当額の算定方法

同左

 

利息相当額の算定方法

同左

２ オペレーティング・リース取引

未経過リース料

１年内 1,258千円

１年超 101

 合計 1,359

２ オペレーティング・リース取引

未経過リース料

１年内 355千円

１年超 ─

合計 355

（減損損失について）

リース資産に配分された減損損失はありません。

（減損損失について）

同左
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前連結会計年度（自 平成19年３月１日 至 平成20年２月29日） 

(1）親会社及び法人主要株主等 

該当事項はありません。 

  

(2）役員及び個人主要株主等 

 
  

(3）子会社等 

 
(注）１ 上記(2)～(3)の金額のうち、取引金額には消費税は含まれておらず、期末残高には消費税が含まれておりま

す。 

２ 取引条件及び取引条件の決定方針等 

当社と関連を有しない、他の当事者と同等の条件によっております。 

３ 株式会社リーディング・エッジ社は、同社及び当社グループの今後の事業展開を鑑み、平成20年２月29日に

持分法適用関連会社から連結子会社へ連結の範囲を変更しております。したがって、上記は、当連結会計年

度の取引金額を記載しており、期末残高は連結貸借対照表上消去をしているため、記載しておりません。 

  

（関連当事者との取引）

属性
会社等 
の名称

住所
資本金又 
は出資金 
（千円）

事業の内容 
又は職業

議決権等
の所有 

（被所有） 
割合（％）

関係内容

取引の内容
取引金額 
（千円）

科目
期末残高
（千円）役員の

兼任等
事業上
の関係

役員が
議決権
の過半
数を所
有して
いる会
社

株式会社
サガンド
リームス

佐賀県 
鳥栖市

294,000
プロサッカ
ーチームの
運営

39.6 兼任１名
制作業務
の受託

Web 関 連 制
作業務の受
託

1,534 売掛金 393

商品の購入 148 ― ―

当社製品の
販売

150 ― ―

属性
会社等 
の名称

住所
資本金又 
は出資金 
（千円）

事業の内容 
又は職業

議決権等
の所有 

（被所有） 
割合（％）

関係内容

取引の内容
取引金額 
（千円）

科目
期末残高
（千円）役員の

兼任等
事業上
の関係

子会社

株式会社
リーディ
ン グ・エ
ッジ社

東京都 
千代田 
区

225,000

IT技術者の
エージェン
ト業務及び
システム案
件の開発・
運用・技術
サービス

32.4 兼任１名
システム
関連業務
の委託

外注費 21,857

― ―派遣人件費 10,297

システム
サポート

15,418
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当連結会計年度（自 平成20年３月１日 至 平成21年２月28日） 

(1）親会社及び法人主要株主等 

 
  

(2）役員及び個人主要株主等 

 
  

(3）子会社等 

 
(注）１ 上記(2)～(3)の金額のうち、取引金額には消費税は含まれておらず、期末残高には消費税が含まれておりま

す。 

２ 取引条件及び取引条件の決定方針等 

当社と関連を有しない、他の当事者と同等の条件によっております。 

３ 株式会社Ｃ＆Ｒリーガル・エージェンシー社は、平成20年８月31日に株式を取得したことに伴い、当連結会

計年度より持分法適用の非連結子会社から連結子会社へ連結の範囲を変更しております。したがって、上記

は、当中間連結会計期間末までの取引金額を記載しており、期末残高は連結貸借対照表上消去をしているた

め、記載しておりません。 

  

属性
会社等 
の名称

住所
資本金又 
は出資金 
（千円）

事業の内容 
又は職業

議決権等
の所有 

（被所有） 
割合（％）

関係内容

取引の内容
取引金額 
（千円）

科目
期末残高
（千円）役員の

兼任等
事業上
の関係

親会社

株式会社
シ ー・ア
ン ド・ア
ール

東京都 
千代田
区

10,500
有価証券の
運用管理

29.3 兼任３名 資本関係
関係会社株
式の譲受

30,000 ― ―

属性
会社等 
の名称

住所
資本金又 
は出資金 
（千円）

事業の内容 
又は職業

議決権等
の所有 

（被所有） 
割合（％）

関係内容

取引の内容
取引金額 
（千円）

科目
期末残高
（千円）役員の

兼任等
事業上
の関係

役員が
議決権
の過半
数を所
有して
いる会
社

株式会社
サガンド
リームス

佐賀県 
鳥栖市

454,750
プロサッカ
ーチームの
運営

37.2 兼任１名
制作業務
の受託

Web 関 連 制
作業務の受
託

1,500 売掛金 262

商品の購入 105 ― ―

属性
会社等 
の名称

住所
資本金又 
は出資金 
（千円）

事業の内容 
又は職業

議決権等
の所有 

（被所有） 
割合（％）

関係内容

取引の内容
取引金額 
（千円）

科目
期末残高
（千円）役員の

兼任等
事業上
の関係

子会社

株式会社
Ｃ＆Ｒリ
ーガル・
エージェ
ンシー社

東京都 
千代田 
区

50,000

法曹関係者
の有料職業
紹介業を含
む法曹に対
するコンサ
ルタント業

80.0 兼任１名
管理事務
の受託

管理事務業
務受託

1,500 ― ―

人材紹介手
数料

752 ― ―
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（税効果会計関係）

前連結会計年度 
（平成20年２月29日）

当連結会計年度 
（平成21年２月28日）

 

１ 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因の

内訳

繰延税金資産

未払事業税 15,455千円

未払事業所税損金不算入 6,130

貸倒引当金損金算入超過額 50,426

賞与引当金損金超過額 20,836

退職給付引当金超過額 15,670

一括償却資産損金算入限度超過額 3,338

投資有価証券評価損 4,444

保証履行引当金 13,492

繰越欠損金 16,715

その他 26,179

繰延税金資産小計 172,686

評価性引当額 △46,650

繰延税金資産合計 126,035

繰延税金負債

繰延税金負債合計 ─

繰延税金資産の純額 126,035
 

１ 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因の

内訳

繰延税金資産

未払事業税 9,919千円

未払事業所税損金不算入 6,078

貸倒引当金損金算入超過額 16,109

賞与引当金損金超過額 32,042

退職給付引当金超過額 19,064

一括償却資産損金算入限度超過額 2,114

投資有価証券評価損 4,068

保証履行引当金 4,606

その他 27,184

繰延税金資産小計 121,187

評価性引当額 △16,627

繰延税金資産合計 104,559

繰延税金負債

繰延税金負債合計 ─

繰延税金資産の純額 104,559

 

２ 法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

法定実効税率 40.7％

（調整）

持分法による投資損失 1.6

のれんの償却額 5.7

交際費等永久に損金算入されない項目 2.6

住民税均等割等 1.6

留保金課税 0.8

関係会社株式売却益 △5.0

評価性引当額 △2.6

その他 △0.3

税効果会計適用後の法人税等の負担率 45.1
 

２ 法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

法定実効税率 40.7％

（調整）

持分法による投資損失 0.4

のれんの償却額 1.2

交際費等永久に損金算入されない項目 2.5

住民税均等割等 1.6

留保金課税 0.7

評価性引当額 △0.6

その他 △0.2

税効果会計適用後の法人税等の負担率 46.3
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前連結会計年度（平成20年２月29日） 

１ その他有価証券で時価のあるもの 

 
（注）上記の取得原価は減損処理後の金額であり、当連結会計年度における減損処理額は8,758千円であります。 

  

２ 当連結会計年度中に売却したその他有価証券（自  平成19年３月１日  至  平成20年２月29日） 

 
  

３ 時価のない主な有価証券の内容 

 
（注）上記の取得原価は減損処理後の金額であります。なお、当連結会計年度において減損処理を行ない、投資有

価証券評価損12,436千円を計上しております。 

  

（有価証券関係）

種類
取得原価
（千円）

連結貸借対照表計上額 
（千円）

差額 
（千円）

連結貸借対照表計上
額が取得原価を超え
るもの

(1）株式 142 155 13

(2）債券

① 国債・地方債等 ─ ─ ─

② 社債 ─ ─ ─

③ その他 ─ ─ ─

(3）その他 ─ ─ ─

小計 142 155 13

連結貸借対照表計上
額が取得原価を超え
ないもの

(1）株式 3,263 3,263 ─

(2）債券

① 国債・地方債等 ─ ─ ─

② 社債 ─ ─ ─

③ その他 ─ ─ ─

(3）その他 ─ ─ ─

小計 3,263 3,263 ─

合計 3,405 3,418 13

売却額（千円） 売却益の合計額（千円） 売却損の合計額（千円）

18,880 11,275 ─

連結貸借対照表計上額（千円）

その他有価証券

 非上場株式（店頭売買株式を除く） 130,854
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当連結会計年度（平成21年２月28日） 

１ その他有価証券で時価のあるもの 

 
（注）上記の取得原価は減損処理後の金額であり、当連結会計年度における減損処理額は82千円であります。 

  

２ 当連結会計年度中に売却したその他有価証券（自  平成20年３月１日  至  平成21年２月28日） 

 
  

３ 時価のない主な有価証券の内容 

 
（注）上記の取得原価は減損処理後の金額であります。なお、当連結会計年度において減損処理を行ない、投資有

価証券評価損20,826千円を計上しております。 

  

種類
取得原価
（千円）

連結貸借対照表計上額 
（千円）

差額 
（千円）

連結貸借対照表計上
額が取得原価を超え
るもの

(1）株式 ─ ─ ─

(2）債券

① 国債・地方債等 ─ ─ ─

② 社債 ─ ─ ─

③ その他 ─ ─ ─

(3）その他 ─ ─ ─

小計

連結貸借対照表計上
額が取得原価を超え
ないもの

(1）株式 3,322 2,071 △1,250

(2）債券

① 国債・地方債等 ─ ─ ─

② 社債 ─ ─ ─

③ その他 ─ ─ ─

(3）その他 ─ ─ ─

小計 3,322 2,071 △1,250

合計 3,322 2,071 △1,250

売却額（千円） 売却益の合計額（千円） 売却損の合計額（千円）

75,819 335 50

連結貸借対照表計上額（千円）

その他有価証券

 非上場株式（店頭売買株式を除く） 45,855
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１ 取引の状況に関する事項 

 
  

（デリバティブ取引関係）

前連結会計年度
（自 平成19年３月１日
至 平成20年２月29日）

当連結会計年度
（自 平成20年３月１日
至 平成21年２月28日）

(1）取引の内容

当社グループが利用しているデリバティブ取引は、

金利スワップ取引であります。

(1）取引の内容

同左

(2）取引に対する取組方針

デリバティブ取引は、将来の金利の変動によるリス

ク回避を目的としており、投機的な取引は行なわない

方針であります。

(2）取引に対する取組方針

同左

(3）取引の利用目的

デリバティブ取引は、借入金利等の将来の金利市場

における利率上昇による変動リスクを回避する目的で

利用しております。

なお、デリバティブ取引を利用してヘッジ会計を行

なっております。

(3）取引の利用目的

同左

① ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段

金利スワップ

ヘッジ対象

借入金の利息

② ヘッジ方針

借入金の金利変動リスクを回避する目的で金利ス

ワップ取引を行なっており、ヘッジ対象の識別は個

別契約毎に行なっております。

③ ヘッジ有効性評価の方法

リスク管理方針に従って、以下の条件を満たす金

利スワップを締結しております。

1） 金利スワップの想定元本と長期借入金の元本金

額が一致している。

2） 金利スワップと長期借入金の契約期間及び満期

が一致している。

3） 長期借入金と金利スワップの金利改定条件が一

致している。

4） 金利スワップの受払い条件がスワップ期間を通

して一定である。

従って、金利スワップの特例処理の要件を満た

しているので、決算日における有効性の評価を省

略しております。

(4）取引に係るリスクの内容

金利スワップ取引は市場金利の変動によるリスクを

有しております。

なお、取引先は高格付を有する金融機関に限定して

いるため、信用リスクはほとんどないと認識しており

ます。

(4）取引に係るリスクの内容

同左

(5）取引に係わるリスク管理体制

デリバティブ取引の執行・管理については、社内ル

ールに従い、経理部が決済担当役員の承認を得て行な

っております。

(5）取引に係わるリスク管理体制

同左
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２ 取引の時価等に関する事項 

 
  

１ 採用している退職給付制度の概要 

当社グループは、確定給付型の制度として退職一時金制度を採用しております。 

  

２ 退職給付債務及びその内訳 

 
  

３ 退職給付費用及びその内訳 

 
  

４ 退職給付債務の計算基礎 

当社グループは、退職給付債務の計算に当たり簡便法を採用しておりますので、基礎率等については

記載しておりません。 

  

前連結会計年度
（自 平成19年３月１日
至 平成20年２月29日）

当連結会計年度
（自 平成20年３月１日
至 平成21年２月28日）

該当事項はありません。 該当事項はありません。

（退職給付関係）

前連結会計年度
（平成20年２月29日）

当連結会計年度 
（平成21年２月28日）

退職給付債務（千円） 64,515 69,491

退職給付引当金（千円） 64,515 69,491

前連結会計年度
（自 平成19年３月１日
至 平成20年２月29日）

当連結会計年度
（自 平成20年３月１日
至 平成21年２月28日）

退職給付費用（千円） 10,724 12,608

退職給付引当金繰入額（千円） 10,724 12,608
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前連結会計年度（自 平成19年３月１日 至 平成20年２月29日） 

１ ストック・オプションに係る当連結会計年度における連結財務諸表への影響額及び科目名 

特別利益の新株予約権戻入益     3,996千円 

  

２ ストック・オプションの内容、規模及びその変動状況 

(1）ストック・オプションの内容 

 
  

(2）ストック・オプションの規模及びその変動状況 

当連結会計年度において存在したストック・オプションを対象とし、ストック・オプションの数

については、株式数に換算して記載しております。 

① ストック・オプションの数 

 
  

（ストック・オプション等関係）

第２回（平成16年）
ストック・オプション

第３回（平成17年） 
ストック・オプション

付与対象者の区分及び数 当社及び当社子会社の取締役、監査
役及び従業員58名

当社取締役、従業員（契約社員、派
遣社員を含む）17名及び取引先９名
及び１社

株式の種類別のストック・オプショ
ン数

普通株式 4,470株 普通株式 2,250株

付与日 平成16年９月22日 平成18年５月23日

権利確定条件 権利確定日において当社又は当社
子会社の取締役、監査役、従業員の
地位にあること。

権利確定日において当社又は当社
子会社の取締役、監査役、従業員又
は顧問の地位にあること。
また、取引先は権利確定日におい

ても、当社及び当社子会社との取引
関係が良好に継続していること。

対象勤務期間
対象勤務期間は付されておりませ
ん。

同左

権利行使期間
自 平成18年６月１日
至 平成20年５月31日

自 平成22年６月１日
至 平成24年５月31日

第２回（平成16年）
ストック・オプション

第３回（平成17年） 
ストック・オプション

権利確定前        （株）

前連結会計年度末 ─ 2,250

付与 ― ─

失効 ─ 1,640

権利確定 ─ ―

未確定残 ― 610

権利確定後         （株）

前連結会計年度末 3,015 ―

権利確定 ─ ―

権利行使 260 ―

失効 195 ―

未行使残 2,560 ―
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② 単価情報 

 
  

３ ストック・オプションの権利確定数の見積方法 

基本的には、将来の失効数の合理的な見積りは困難であるため、失効数の見積りは行なっておりま

せん。 

  

当連結会計年度（自 平成20年３月１日 至 平成21年２月28日） 

１ ストック・オプションに係る当連結会計年度における連結財務諸表への影響額及び科目名 

販売費及び一般管理費      2,473千円 

  

２ ストック・オプションの内容、規模及びその変動状況 

(1）ストック・オプションの内容 

 
  

第２回（平成16年）
ストック・オプション

第３回（平成17年） 
ストック・オプション

権利行使価格      （円） 38,600 63,709

行使時平均株価     （円） 42,585 ―

公正な評価単価（付与日）（円） ― 21,566

第３回（平成17年）ストック・オプション

付与対象者の区分及び数
当社取締役、従業員（契約社員、派遣社員を含む）17名
及び取引先９名及び１社

株式の種類別のストック・オプション数 普通株式 2,250株

付与日 平成18年５月23日

権利確定条件

権利確定日において当社又は当社子会社の取締役、監
査役、従業員又は顧問の地位にあること。
また、取引先は権利確定日においても、当社及び当社

子会社との取引関係が良好に継続していること。

対象勤務期間 同左

権利行使期間 自 平成22年６月１日 至 平成24年５月31日
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(2）ストック・オプションの規模及びその変動状況 

当連結会計年度において存在したストック・オプションを対象とし、ストック・オプションの数

については、株式数に換算して記載しております。 

① ストック・オプションの数 

 
  

② 単価情報 

 
  

３ ストック・オプションの権利確定数の見積方法 

基本的には、将来の失効数の合理的な見積りは困難であるため、失効数の見積りは行なっておりま

せん。 

  

第３回（平成17年）ストック・オプション

権利確定前                （株）

前連結会計年度末 2,250

付与 ─

失効 1,690

権利確定 ─

未確定残 560

権利確定後                （株）

前連結会計年度末 ─

権利確定 ─

権利行使 ─

失効 ─

未行使残 ─

第３回（平成17年）ストック・オプション

権利行使価格               （円） 63,709

行使時平均株価              （円） ─

公正な評価単価（付与日）         （円） 21,566
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（注）１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。 

  

 
  

（１株当たり情報）

項目
前連結会計年度

（自 平成19年３月１日
至 平成20年２月29日）

当連結会計年度
（自 平成20年３月１日
至 平成21年２月28日）

１株当たり純資産額 13,584円35銭 14,258円67銭

１株当たり当期純利益金額 1,180円94銭 1,201円00銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 1,180円77銭 潜在株式調整後１株当たり
当期純利益金額につきまして
は、希薄化効果を有している
潜在株式が存在していないた
め記載しておりません。

前連結会計年度
（自 平成19年３月１日
至 平成20年２月29日）

当連結会計年度
（自 平成20年３月１日
至 平成21年２月28日）

１株当たり当期純利益金額

当期純利益 262,838千円 260,733千円

普通株主に帰属しない金額 ─千円 ─千円

普通株式に係る当期純利益 262,838千円 260,733千円

期中平均株式数 222,567株 217,096株

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

普通株式増加数 32株 ─株

（うち新株予約権） （32株） （─株）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額の算定に含めなか
った潜在株式の概要

平成17年５月25日定時株主
総会決議による新株予約権と
なるストック・オプション
（株式の数610株）

平成17年５月25日定時株主
総会決議による新株予約権と
なるストック・オプション
（株式の数560株）
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（重要な後発事象）

前連結会計年度
（自 平成19年３月１日
至 平成20年２月29日）

当連結会計年度
（自 平成20年３月１日
至 平成21年２月28日）

自己株式の取得

当社は、平成20年４月14日開催の取締役会において、

会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用され

る同法第156条の規定に基づき、自己株式を取得するこ

とを決議いたしました。

(1）自己株式の取得を行なう理由

経営環境の変化に対応した機動的な資本政策を遂行

するため、自己株式を取得するものであります。

(2）取得の内容

① 取得する株式の種類

普通株式

② 取得する株式の総数

7,000株（上限）

③ 取得価額の総額

100,000千円（上限）

④ 株式の取得期間

自 平成20年４月15日 至 平成21年３月31日

──────────
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５．個別財務諸表

(1）貸借対照表

前事業年度 

（平成20年２月29日）

当事業年度 

（平成21年２月28日）
比較増減

区分
注記 

番号
金額（千円）

構成比 

（％）
金額（千円）

構成比 

（％）
金額（千円）

（資産の部）

Ⅰ 流動資産

 １ 現金及び預金 1,235,367 1,510,077 274,709

 ２ 受取手形 ※１ 22,259 20,873 △1,386

 ３ 売掛金 ※２ 1,398,957 1,260,510 △138,447

 ４ 製品 1,362 34,141 32,778

 ５ 仕掛品 2,007 4,688 2,681

 ６ 貯蔵品 1,128 1,466 338

 ７ 関係会社短期貸付金 ─ 10,000 10,000

 ８ 前渡金 8,199 ─ △8,199

 ９ 前払費用 53,696 56,349 2,653

 10 繰延税金資産 45,086 50,361 5,275

 11 その他 29,781 22,906 △6,875

   貸倒引当金 △7,548 △12,179 △4,630

   流動資産合計 2,790,298 62.1 2,959,196 66.0 168,897

Ⅱ 固定資産

 １ 有形固定資産

  (1）建物 156,612 165,672 9,059

    減価償却累計額 49,502 107,110 69,072 96,599 19,569 △10,510

  (2）器具備品 215,256 228,821 13,564

    減価償却累計額 140,744 74,511 159,638 69,183 18,893 △5,328

   有形固定資産合計 181,622 4.1 165,783 3.7 △15,838

 ２ 無形固定資産

  (1）商標権 1,517 1,304 △213

  (2）ソフトウェア 208,770 202,667 △6,103

  (3）ソフトウェア仮勘定 37,337 8,500 △28,837

  (4）のれん ─ 5,041 5,041

  (5）電話加入権 1,764 1,764 ─

   無形固定資産合計 249,390 5.5 219,277 4.9 △30,112

 ３ 投資その他の資産

  (1）投資有価証券 132,378 46,690 △85,688

  (2）関係会社株式 685,267 690,365 5,098

  (3）出資金 500 500 ─

  (4）長期貸付金 66,171 12,117 △54,053

  (5）関係会社長期貸付金 34,000 18,000 △16,000

  (6）破産・更生債権等 63,490 11,116 △52,374

  (7）長期前払費用 9,184 6,214 △2,969

  (8）繰延税金資産 66,462 38,396 △28,066

  (9）敷金保証金 311,459 323,591 12,132

  (10）その他 45,784 41,092 △4,692

    貸倒引当金 △125,789 △31,319 94,469

    投資損失引当金 △16,093 △16,093 ─

   投資その他の資産合計 1,272,817 28.3 1,140,672 25.4 △132,145

   固定資産合計 1,703,829 37.9 1,525,732 34.0 △178,096

   資産合計 4,494,128 100.0 4,484,928 100.0 △9,199
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前事業年度 

（平成20年２月29日）

当事業年度 

（平成21年２月28日）
比較増減

区分
注記 

番号
金額（千円）

構成比 

（％）
金額（千円）

構成比 

（％）
金額（千円）

（負債の部）

Ⅰ 流動負債

 １ 営業未払金 ※２ 595,096 558,194 △36,902

 ２ １年内返済予定 

   長期借入金
115,000 90,000 △25,000

 ３ 未払金 ※２ 55,262 163,857 108,595

 ４ 未払費用 63,260 70,695 7,434

 ５ 未払法人税等 145,554 78,012 △67,542

 ６ 未払消費税等 69,789 52,051 △17,738

 ７ 前受金 5,993 7,485 1,491

 ８ 預り金 28,297 25,029 △3,268

 ９ 賞与引当金 51,220 55,259 4,038

 10 返品調整引当金 54 ─ △54

 11 その他 15,892 15,068 △823

   流動負債合計 1,145,422 25.5 1,115,652 24.8 △29,769

Ⅱ 固定負債

 １ 長期借入金 202,500 112,500 △90,000

 ２ 退職給付引当金 38,520 46,864 8,344

   固定負債合計 241,020 5.4 159,364 3.6 △81,656

   負債合計 1,386,442 30.9 1,275,016 28.4 △111,425

（純資産の部）

Ⅰ 株主資本

 １ 資本金 1,035,594 23.1 1,035,594 23.1 ─

 ２ 資本剰余金

  (1）資本準備金 271,006 271,006 ─

  (2）その他資本剰余金 1,603,677 1,603,677 ─

   資本剰余金合計 1,874,684 41.7 1,874,684 41.8 ─

 ３ 利益剰余金

  (1）その他利益剰余金

    繰越利益剰余金 338,312 538,493 200,180

   利益剰余金合計 338,312 7.5 538,493 12.0 200,180

 ４ 自己株式 △146,819 △3.3 △246,809 △5.5 △99,990

   株主資本合計 3,101,771 69.0 3,201,962 71.4 100,190

Ⅱ 評価・換算差額等

 １ その他有価証券評価 

   差額金
7 0.0 △430 △0.0 △437

   評価・換算差額等合計 7 0.0 △430 △0.0 △437

Ⅲ 新株予約権 5,906 0.1 8,379 0.2 2,473

   純資産合計 3,107,685 69.1 3,209,912 71.6 102,226

   負債純資産合計 4,494,128 100.0 4,484,928 100.0 △9,199
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(2）損益計算書

前事業年度

（自 平成19年３月１日

至 平成20年２月29日）

当事業年度

（自 平成20年３月１日

至 平成21年２月28日）

比較増減

区分
注記 

番号
金額（千円）

百分比 

（％）
金額（千円）

百分比 

（％）
金額（千円）

Ⅰ 売上高 10,694,267 100.0 10,965,405 100.0 271,138

Ⅱ 売上原価 7,862,765 73.5 8,083,317 73.7 220,552

   売上総利益 2,831,501 26.5 2,882,088 26.3 50,586

   返品調整引当金繰入額 54 0.0 ─ ─ △54

   返品調整引当金戻入額 ─ ─ 54 0.0 54

   差引売上総利益 2,831,447 26.5 2,882,142 26.3 50,695

Ⅲ 販売費及び一般管理費 ※１ 2,356,930 22.1 2,381,865 21.7 24,935

   営業利益 474,517 4.4 500,276 4.6 25,759

Ⅳ 営業外収益

 １ 受取利息配当金 5,254 5,949 694

 ２ 投資有価証券売却益 11,275 ─ △11,275

 ３ 投資事業組合投資利益 ─ 335 335

 ４ 保険解約返戻金収入 2,719 1,634 △1,084

 ５ 補償金収入 3,203 ─ △3,203

 ６ 制作負担金 ─ 1,573 1,573

 ７ その他 2,743 25,196 0.2 2,682 12,174 0.1 △61 △13,021

Ⅴ 営業外費用

 １ 支払利息 6,200 4,390 △1,810

 ２ 貸倒引当金繰入額 9,164 25,776 16,612

 ３ 株式交付費 150 ─ △150

 ４ 投資有価証券売却損 ─ 50 50

 ５ その他 2,630 18,145 0.1 1,537 31,754 0.3 △1,092 13,609

   経常利益 481,568 4.5 480,697 4.4 △871

Ⅵ 特別利益

 １ 貸倒引当金戻入益 1,690 3,094 1,404

 ２ 投資損失引当金戻入益 47,300 ─ △47,300

 ３ その他 ※２ 3,996 52,987 0.5 ─ 3,094 0.0 △3,996 △49,892

Ⅶ 特別損失

 １ 固定資産除却損 ※３ 754 1,284 529

 ２ 投資有価証券評価損 21,194 20,908 △285

 ３ 事務所移転関連損失 ― 7,331 7,331

 ４ 関係会社株式評価損 36,371 24,901 △11,470

 ５ 損害賠償金等 5,221 1,927 △3,294

 ６ その他 ※４ 4,719 68,261 0.6 ─ 56,353 0.5 △4,719 △11,907

   税引前当期純利益 466,293 4.4 427,438 3.9 △38,855
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前事業年度

（自 平成19年３月１日

至 平成20年２月29日）

当事業年度

（自 平成20年３月１日

至 平成21年２月28日）

比較増減

区分
注記 

番号
金額（千円）

百分比 

（％）
金額（千円）

百分比 

（％）
金額（千円）

   法人税、住民税 

   及び事業税
211,824 160,069 △51,755

   法人税等調整額 215 212,039 2.0 23,092 183,161 1.7 22,877 △28,878

   当期純利益 254,254 2.4 244,277 2.2 △9,977
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前事業年度（自 平成19年３月１日 至 平成20年２月29日） 

 
  

 
  

(3）株主資本等変動計算書

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本 

合計
資本準備金

その他 

資本剰余金

資本剰余金

合計

その他 

利益剰余金 利益剰余金 

合計繰越利益 

剰余金

平成19年２月28日 残高（千円） 1,034,313 269,726 1,603,677 1,873,403 106,640 106,640 ─ 3,014,358

事業年度中の変動額

 新株の発行 1,280 1,280 1,280 ─ 2,561

 剰余金の配当 ─ △22,583 △22,583 △22,583

 当期純利益 ─ 254,254 254,254 254,254

 自己株式の取得 ─ ─ △146,819 △146,819

 株主資本以外の項目の 
 事業年度中の変動額（純額）

事業年度中の変動額合計（千円） 1,280 1,280 ─ 1,280 231,671 231,671 △146,819 87,413

平成20年２月29日 残高（千円） 1,035,594 271,006 1,603,677 1,874,684 338,312 338,312 △146,819 3,101,771

評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
その他有価証券

評価差額金
評価・換算差額等合計

平成19年２月28日 残高（千円） △2,814 △2,814 9,902 3,021,446

事業年度中の変動額

 新株の発行 ─ 2,561

 剰余金の配当 ─ △22,583

 当期純利益 ─ 254,254

 自己株式の取得 ─ △146,819

 株主資本以外の項目の 
 事業年度中の変動額（純額）

2,822 2,822 △3,996 △1,173

事業年度中の変動額合計（千円） 2,822 2,822 △3,996 86,239

平成20年２月29日 残高（千円） 7 7 5,906 3,107,685
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株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本 

合計
資本準備金

その他 

資本剰余金

資本剰余金

合計

その他 

利益剰余金 利益剰余金 

合計繰越利益 

剰余金

平成20年２月29日 残高（千円） 1,035,594 271,006 1,603,677 1,874,684 338,312 338,312 △146,819 3,101,771

事業年度中の変動額

 剰余金の配当 ─ △44,096 △44,096 △44,096

 当期純利益 ─ 244,277 244,277 244,277

 自己株式の取得 ─ ─ △99,990 △99,990

 株主資本以外の項目の 
 事業年度中の変動額（純額）

事業年度中の変動額合計（千円） ─ ─ ─ ─ 200,180 200,180 △99,990 100,190

平成21年２月28日 残高（千円） 1,035,594 271,006 1,603,677 1,874,684 538,493 538,493 △246,809 3,201,962

評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
その他有価証券

評価差額金
評価・換算差額等合計

平20年２月29日 残高（千円） 7 7 5,906 3,107,685

事業年度中の変動額

 剰余金の配当 ─ △44,096

 当期純利益 ─ 244,277

 自己株式の取得 ─ △99,990

 株主資本以外の項目の 
 事業年度中の変動額（純額）

△437 △437 2,473 2,035

事業年度中の変動額合計（千円） △437 △437 2,473 102,226

平成21年２月28日 残高（千円） △430 △430 8,379 3,209,912
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(4）重要な会計方針

項目
前事業年度

（自 平成19年３月１日
至 平成20年２月29日）

当事業年度
（自 平成20年３月１日
至 平成21年２月28日）

１ 有価証券の評価基準及び

評価方法

(1）子会社株式及び関連会社株式

総平均法による原価法

(1）子会社株式及び関連会社株式

同左

(2）その他有価証券

時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく時

価法（評価差額は全部純資産直入

法により処理し、売却原価は総平

均法により算定）

(2）その他有価証券

時価のあるもの

同左

時価のないもの

総平均法による原価法

なお、投資事業組合（投資事業

有限責任組合含む）への出資金に

係る会計処理は、組合の資産、負

債、収益及び費用を出資持分割合

に応じて計上しております。

時価のないもの

同左

２ デリバティブ等の評価基

準及び評価方法

時価法 

（ただし、特例処理の要件を満たして

いる場合には、特例処理によっており

ます。）

同左

３ たな卸資産の評価基準及

び評価方法

製品  総平均法による原価法

仕掛品 個別法による原価法

貯蔵品 最終仕入原価法

同左

４ 固定資産の減価償却の方

法

(1）有形固定資産

定率法を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下のとお

りであります。

建物及び構築物 ３～15年

器具備品    ３～15年

(1）有形固定資産

定率法を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下のとお

りであります。

建物及び構築物 ３～15年

器具備品    ３～15年

（追加情報）

 当社は、法人税法の改正に伴

い、当事業年度より、平成19年３

月31日以前に取得した有形固定資

産については、改正前の法人税法

に基づく減価償却の方法の適用に

より取得価格の５％に到達した事

業年度の翌事業年度より、取得価

格の５％相当額と備忘価格との差

額を５年間にわたり均等償却し、

減価償却費に含めて計上しており

ます。

 これによる営業利益、経常利益

及び税引前当期純利益に与える影

響は軽微であります。

(2）無形固定資産

定額法を採用しております。

なお、ソフトウェア（自社利用）

については、社内における見込利用

可能期間（３～５年）による定額法

を採用しております。

(2）無形固定資産

定額法を採用しております。

なお、ソフトウェア（自社利用）

については、社内における見込利用

可能期間（５年）による定額法を採

用しております。

また、のれんの償却については５

年間の均等償却を行っております。

(3）長期前払費用

均等償却によっております。

(3）長期前払費用

同左
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項目
前事業年度

（自 平成19年３月１日
至 平成20年２月29日）

当事業年度
（自 平成20年３月１日
至 平成21年２月28日）

５ 繰延資産の処理方法 (1）株式交付費

支出時に全額費用として処理して

おります。

(1）株式交付費

同左

６ 引当金の計上基準 (1）貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備える

ため、一般債権については貸倒実績

率により、貸倒懸念債権等特定の債

権については個別に回収可能性を検

討し、回収不能見込額を計上してお

ります。

(1）貸倒引当金

同左

(2）投資損失引当金

子会社株式及び関連会社株式の実

質価値の低下による損失に備えて、

その財政状態等を勘案して必要と認

められる額を計上しております。

(2）投資損失引当金

同左

(3）賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支

出に充てるため、支給見込額に基づ

き計上しております。

（追加情報）

当事業年度より、給与規程の改定

を行なったことにより賞与の支給対

象期間及び支給時期を変更しており

ます。支給対象期間は、従来は会計

期間と一致しておりましたが、３月

１日から８月31日までを12月に、９

月１日から２月末日までを６月にそ

れぞれ支給対象期間及び支給時期を

変更しております。

この変更に伴い賞与引当金が発生

しておりますが、この変更に伴う営

業利益、経常利益及び税引前当期純

利益に与える影響はありません。

なお、この支給対象期間の変更に

よる賞与の調整額51,182千円を当事

業年度の費用として計上しておりま

す。

(3）賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支

出に充てるため、支給見込額に基づ

き計上しております。

(4）退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、

当事業年度末における退職給付債務

の見込額に基づき計上しておりま

す。

(4）退職給付引当金

同左

(5）返品調整引当金

製品（書籍）の当事業年度末以降

に発生が予測される返品に備えるた

め、過去の返品率・売買利益率に基

づき計上しております。

(5）返品調整引当金

同左

７ リース取引の処理方法 リース物件の所有権が借主に移転す

ると認められるもの以外のファイナン

ス・リース取引については、通常の賃

貸借取引に係る方法に準じた会計処理

によっております。

同左
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項目
前事業年度

（自 平成19年３月１日
至 平成20年２月29日）

当事業年度
（自 平成20年３月１日
至 平成21年２月28日）

８ ヘッジ会計の方法 (1）ヘッジ会計の方法

金利スワップについては、特例処

理の要件を満たしておりますので、

特例処理を採用しております。

(1）ヘッジ会計の方法

同左

(2）ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段

金利スワップ

ヘッジ対象

借入金の利息

(2）ヘッジ手段とヘッジ対象

同左

(3）ヘッジ方針

当社は、借入金の金利変動リスク

を回避する目的で金利スワップ取引

を行なっており、ヘッジ対象の識別

は個別契約毎に行なっております。

(3）ヘッジ方針

同左

(4）ヘッジ有効性評価の方法

リスク管理方針に従って、以下の

条件を満たす金利スワップを締結し

ております。

①金利スワップの想定元本と長期借

入金の元本金額が一致している。

②金利スワップと長期借入金の契約

期間及び満期が一致している。

③長期借入金と金利スワップの金利

改定条件が一致している。

④金利スワップの受払い条件がスワ

ップ期間を通して一定である。

従って、金利スワップの特例処理

の要件を満たしているので、決算日

における有効性の評価を省略してお

ります。

(4）ヘッジ有効性評価の方法

同左

９ その他財務諸表作成のた

めの基本となる重要な事

項

消費税等の会計処理

税抜方式によっております。

消費税等の会計処理

同左
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(5）重要な会計方針の変更

（会計処理方法の変更）

前事業年度
（自 平成19年３月１日
至 平成20年２月29日）

当事業年度
（自 平成20年３月１日
至 平成21年２月28日）

（有形固定資産の減価償却の方法）

当事業年度から、平成19年度の税制改正に伴い平成19

年４月１日以降に取得した有形固定資産については、改

正後の法人税法に規定する減価償却の方法によっており

ます。

なお、この変更に伴う営業利益、経常利益及び税引前

当期純利益に与える影響は軽微であります。

──────────

（表示方法の変更）

前事業年度
（自 平成19年３月１日
至 平成20年２月29日）

当事業年度
（自 平成20年３月１日
至 平成21年２月28日）

（損益計算書）

「保険解約返戻金収入」は、前事業年度まで営業外収

益の「その他」に含めて表示しておりましたが、当事業

年度において、重要性が増したため区分掲記しておりま

す。

なお、前事業年度における「保険解約返戻金収入」の

金額は2,318千円であります。

──────────
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(6）個別財務諸表に関する注記事項

（貸借対照表関係）

前事業年度 
（平成20年２月29日）

当事業年度 
（平成21年２月28日）

※１      ─────────

 

※１ 事業年度末日受取手形

 事業年度末日満期手形の会計処理については、手

形交換日をもって決済処理をしております。なお、

当事業年度の末日は金融機関の休日であったため、

次の事業年度末日満期手形が事業年度末残高に含ま

れております。

受取手形 4,000千円

※２      ─────────

 

※２ 関係会社項目

 関係会社に対する資産及び負債には区分掲記され

たもののほか次のものがあります。

売掛金 1,674千円

営業未払金 3,457

未払金 642

（損益計算書関係）

前事業年度
（自 平成19年３月１日
至 平成20年２月29日）

当事業年度
（自 平成20年３月１日
至 平成21年２月28日）

※１ 販売費及び一般管理費のうち販売費に属する費用

のおおよその割合は58％であり、一般管理費に属

する費用のおおよその割合は42％であります。販

売費及び一般管理費の主要費目及び金額は次のと

おりであります。

給料手当 740,960千円

賞与引当金繰入額 51,220

退職給付引当金繰入額 8,398

雑給 150,723

法定福利費 139,549

減価償却費 110,083

地代家賃 310,961

貸倒引当金繰入額 11,221

※１ 販売費及び一般管理費のうち販売費に属する費用

のおおよその割合は58％であり、一般管理費に属

する費用のおおよその割合は42％であります。販

売費及び一般管理費の主要費目及び金額は次のと

おりであります。

給料手当 796,564千円

賞与引当金繰入額 55,259

退職給付引当金繰入額 10,985

雑給 132,180

法定福利費 138,810

減価償却費 118,514

地代家賃 335,201

貸倒引当金繰入額 10,682

※２ 特別利益のうち「その他」の内容は次のとおりで

あります。

新株予約権戻入益 3,996千円
 

※２      ─────────

※３ 固定資産除却損の内容は次のとおりであります。

器具備品 455千円

ソフトウェア 299

 合計 754

※３ 固定資産除却損の内容は次のとおりであります。

器具備品 342千円

ソフトウェア 941

合計 1,284

※４ 特別損失のうち「その他」の内容は次のとおりで

あります。

投資事業組合投資損失過年度修正 4,719千円
 

※４      ─────────
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前事業年度（自 平成19年３月１日 至 平成20年２月29日） 

自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 
（注）普通株式の自己株式の株式数の増加5,609株は、平成19年４月17日開催の当社取締役会決議に基づく買い付け

によるものであります。 

  

当事業年度（自 平成20年３月１日 至 平成21年２月28日） 

自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 
（注）普通株式の自己株式の株式数の増加5,200株は、平成20年４月14日開催の当社取締役会決議に基づく買い付け

によるものであります。 

  

（株主資本等変動計算書関係）

前事業年度末株式数 
（株）

当事業年度増加株式数
（株）

当事業年度減少株式数 
（株）

当事業年度末株式数
（株）

普通株式（株） ― 5,609 ― 5,609

合計 ― 5,609 ― 5,609

前事業年度末株式数 
（株）

当事業年度増加株式数
（株）

当事業年度減少株式数 
（株）

当事業年度末株式数
（株）

普通株式（株） 5,609 5,200 ─ 10,809

合計 5,609 5,200 ─ 10,809
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（リース取引関係）

前事業年度
（自 平成19年３月１日
至 平成20年２月29日）

当事業年度
（自 平成20年３月１日
至 平成21年２月28日）

１ リース物件の所有権が借主に移転すると認められる

もの以外のファイナンス・リース取引

１ リース物件の所有権が借主に移転すると認められる

もの以外のファイナンス・リース取引

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額及

び期末残高相当額

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額及

び期末残高相当額

器具備品 その他 計

取得価額相当額 
（千円）

32,503 423 32,926

減価償却累計額 
相当額（千円）

15,880 296 16,176

期末残高相当額 
（千円）

16,622 126 16,749

器具備品 その他 計

取得価額相当額
（千円）

37,855 423 38,278

減価償却累計額
相当額（千円）

19,288 380 19,668

期末残高相当額
（千円）

18,567 42 18,609

 (2）未経過リース料期末残高相当額

１年内 6,546千円

１年超 10,427

 合計 16,974

 (2）未経過リース料期末残高相当額

１年内 7,739千円

１年超 10,967

合計 18,706

(3）支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相

当額

支払リース料 6,542千円

減価償却費相当額 6,357

支払利息相当額 162

(3）支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相

当額

支払リース料 7,745千円

減価償却費相当額 7,600

支払利息相当額 82

 (4）減価償却費相当額及び利息相当額の算定方法

減価償却費相当額の算定方法

…リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とす

る定額法によっております。

利息相当額の算定方法

…リース料総額とリース物件の取得価額相当額と

の差額を利息相当額とし、各期への配分方法に

ついては、利息法によっております。

 (4）減価償却費相当額及び利息相当額の算定方法

減価償却費相当額の算定方法

同左

 

利息相当額の算定方法

同左

２ オペレーティング・リース取引

未経過リース料

１年内 1,214千円

１年超 101

 合計 1,315

２ オペレーティング・リース取引

未経過リース料

１年内 101千円

１年超 ─

合計 101

（減損損失について）

リース資産に配分された減損損失はありません。

（減損損失について）

同左
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前事業年度（平成20年２月29日） 

有価証券 

子会社株式及び関連会社株式で時価のあるもの 

当事業年度（自 平成19年３月１日 至 平成20年２月29日）における子会社株式及び関連会社

株式で時価のあるものはありません。 

  

当事業年度（平成21年２月28日） 

有価証券 

子会社株式及び関連会社株式で時価のあるもの 

当事業年度（自 平成20年３月１日 至 平成21年２月28日）における子会社株式及び関連会社

株式で時価のあるものはありません。 

  

 
  

（有価証券関係）

（税効果会計関係）

前事業年度 
（平成20年２月29日）

当事業年度 
（平成21年２月28日）

 

１ 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因の

内訳

繰延税金資産

未払事業税 12,490千円

未払事業所税損金不算入 6,130

貸倒引当金損金算入超過額 50,386

賞与引当金損金算入超過額 20,836

退職給付引当金超過額 15,670

一括償却資産損金算入限度超過額 3,083

投資有価証券評価損 4,444

投資損失引当金 6,546

関係会社株式評価損 61,171

その他 20,720

繰延税金資産小計 201,478

評価性引当額 △89,929

繰延税金資産合計 111,549

繰延税金負債

繰延税金負債合計 ─

繰延税金資産の純額 111,549
 

１ 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因の

内訳

繰延税金資産

未払事業税 7,957千円

未払事業所税損金不算入 6,078

貸倒引当金損金算入超過額 11,640

賞与引当金損金算入超過額 22,479

退職給付引当金超過額 19,064

一括償却資産損金算入限度超過額 1,987

投資有価証券評価損 4,068

投資損失引当金 6,546

関係会社株式評価損 71,300

その他 21,161

繰延税金資産小計 172,285

評価性引当額 △83,527

繰延税金資産合計 88,757

繰延税金負債

繰延税金負債合計 ─

繰延税金資産の純額 88,757

 

２ 法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

法定実効税率 40.7％

（調整）

交際費等永久に損金算入されない項目 2.5

住民税均等割等 1.1

留保金課税 0.9

評価性引当額 0.2

その他 0.1

税効果会計適用後の法人税等の負担率 45.5
 

２ 法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

法定実効税率 40.7％

（調整）

交際費等永久に損金算入されない項目 2.4

住民税均等割等 1.0

留保金課税 0.5

評価性引当額 △1.5

その他 △0.2

税効果会計適用後の法人税等の負担率 42.9
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（注）１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。 

  

 
  

（１株当たり情報）

項目
前事業年度

（自 平成19年３月１日
至 平成20年２月29日）

当事業年度
（自 平成20年３月１日
至 平成21年２月28日）

１株当たり純資産額 14,068円24銭 14,871円41銭

１株当たり当期純利益金額 1,142円37銭 1,125円20銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 1,142円21銭 潜在株式調整後１株当たり
当期純利益金額につきまして
は、希薄化効果を有している
潜在株式が存在していないた
め記載しておりません。

前事業年度
（自 平成19年３月１日
至 平成20年２月29日）

当事業年度
（自 平成20年３月１日
至 平成21年２月28日）

１株当たり当期純利益金額

当期純利益 254,254千円 244,277千円

普通株主に帰属しない金額 ─千円 ─千円

普通株式に係る当期純利益 254,254千円 244,277千円

期中平均株式数 222,567株 217,096株

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

普通株式増加数 32株 ─株

（うち新株予約権） （32株） （─株）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額の算定に含めなか
った潜在株式の概要

平成17年５月25日定時株主
総会決議による新株予約権と
なるストック・オプション
（株式の数610株）

平成17年５月25日定時株主
総会決議による新株予約権と
なるストック・オプション
（株式の数560株）
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（重要な後発事象）

前事業年度
（自 平成19年３月１日
至 平成20年２月29日）

当事業年度
（自 平成20年３月１日
至 平成21年２月28日）

自己株式の取得

当社は、平成20年４月14日開催の取締役会において、

会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用され

る同法第156条の規定に基づき、自己株式を取得するこ

とを決議いたしました。

(1）自己株式の取得を行なう理由

経営環境の変化に対応した機動的な資本政策を遂行

するため、自己株式を取得するものであります。

(2）取得の内容

① 取得する株式の種類

普通株式

② 取得する株式の総数

7,000株（上限）

③ 取得価額の総額

100,000千円（上限）

④ 株式の取得期間

自 平成20年４月15日 至 平成21年３月31日

―――――――――
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該当事項はありません。 

該当事項はありません。 

  

６．その他

(1）役員の異動

(2）その他
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